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卵巣摘出に よる行動薬理学的変化に対す る

加味帰脾湯の作用

鐘紡 （株）漢方研究所

○島村美智枝 、 西沢幸二 、 山下　明

　【目的】　 加味帰脾湯は精神不安 、 神経症 、 不眠症な どへ 適用 され る方剤で 、 その 効能効

果か ら近年、 更年期 の不定愁訴や 婦人科術後 の 更年期様症状 に対 して 臨床的 に用 い られ て

い る 。 我 々 は、卵巣摘出後 1週間経 っ た ラ ッ トを更年期障害モ デ ル に見立 て 、 卵巣摘出に

よっ て起こ る変化 とそれ に対する加味帰脾湯の作用 に つ い て検討 した 。

【方法1　 Wistar−1皿 amichi 　rat ♀ （9−10週齢）を用 い 、卵巣摘出 ラ ッ ト（OVX ）を作製 した 。

手術翌 日よ り加味帰脾湯エ キ ス 末 （KMK ）を 1 日 1 回経口投与 し、 7 日目に実験 を行 っ た 。

　 Exploration　tcstで 情動の 変化 、　 Shock　sensitivity　test で 痛覚閾値 に対する作用、　 Step

tlrrough　test と 8   radial　maze 　task で は記憶 に対す る作用 に つ い て検討を行 っ た 。

　【結果】　Exploration　test に お い て OVX の arnbulation は変化 しな か っ たが 、　rearing 数

は有意 に減少 し 、 KMK 　1000　mglkg 投与で rearing 数 の 減少 が回復 した 。　Shock　sensitivi−

ty　testで は 、　 OVX の flinch、　jump、　 v ・ calizati 。n 閾値が有意に上昇 したが 、
　 KMK は そ れ

に対 し 250 − IOOO　mg ！kg 投与で 用 量依存的 に 閾値を 回復 さ せ た 。
　 Step　through 　tcst で は 、

OVX の ST 潜時は有意に短縮 し、　KMK 　1000　mg ／kg投与で ST潜時が延長 した 。 8  

radial・maze ・task に お い て OVX の 正選択数は有意 に減少 し、誤選択 数は有意 に増加 した 。

KMK は正選択数を増加 させ 、誤選択数 を減少させ た 。

　【考察及 び結論】　 不眠や不安 、 ほ て り等を愁訴 とする更年期症状 の
一

因 として 、 加齢に

伴う内分泌変化が挙げられ る 。 卵巣摘出に よ っ て情動及 び痛覚閾値の 変化、記憶学習障害

が認 め られ たこ とか ら、卵巣摘出後間 もな い ラ ッ トは劇的 な内分泌変化 の 途上 に あ り、 更

年期様症状 に類似 した変化を示 した と考えられ た 。 また 、 加味帰脾湯は卵巣摘 出に よ っ て

起 きた こ れ らの 変化に対 して改善作用 を示 した 。 しか し、 子宮重量 の 回復 を伴 っ て お らず、

直接 的 なホ ル モ ン バ ラ ン ス の改善 とは考え難 い た め 、脳 内神経伝達系 の 賦 活あ る い は 何 ら

か の 作用に よ る ス トレ ス の 緩和に よる もの で あ ろ うと推察され た 。
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